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新たな商店街政策の在り方検討会（第５回） 

議事録 

 

日  時：平成２９年６月７日（水）１５時００分～１６時５４分 

場  所：経済産業省別館３１２各省庁共用会議室 

 

○石原座長 お待たせいたしました。 

 まだあとお二人、お見えになる御予定の方が来られていませんけれども、時間も参って

おりますので、ただいまから第５回「新たな商店街政策の在り方検討会」を開催いたしま

す。 

 本日も御多用のところ、御出席いただきましてありがとうございました。 

 木下委員は、今日御都合で御欠席という連絡をいただいております。あと２人、間もな

くお見えになると思います。 

 前回から少し時間が空いたのですけれども、その間に事務局のほうで、精力的にこれま

で御議論いただいた点について取りまとめるという作業をしていただきました。今日はそ

の中間取りまとめ（案）について御議論をいただきたいと思っております。 

 まず、事務局から中間取りまとめ（案）について御説明をいただきまして、その後、時

間の許す限り自由討議ということにさせていただきます。 

 それでは、課長からお願いします。 

○籔内商業課長 御説明の前に、本日の検討会はペーパーレスで行います。資料をお手元

のiPadに保存してございますので、そちらから御覧いただければと思います。不具合等ご

ざいましたら事務局をお呼びください。よろしいでしょうか。 

 早速、資料１「新たな商店街政策の在り方検討会 中間取りまとめ（案）」について御

説明させていただきます。 

 まず、２ページをお開きくださいませ。「１．検討の背景」といたしまして、「小売業

の現状」「商店街の現状」「空き店舗の現状」等々の図、グラフを載せさせていただいて

おります。全部ではございますが、かいつまんで御説明させていただきます。 

 まず、２ページの一番上のグラフなのですが、小売業の事業所数、従業者数、年間商品

販売額、売り場面積の推移を、平成６年を100として比較してみました。これには、新委員

から以前御提出いただいた資料を参考にしながら、坪効率もあわせて入れたものでござい

ます。 

 平成６年と平成26年とを比較しますと、売り場面積が11％増加した一方で、年間商品販

売額は27％、約３割減少しています。坪効率は34％の減少となっていて、従業者数も３％

減少しています。これらのことから、売り場面積が増えて業務量が増加したにもかかわら

ず、年間販売額が減少しているため、人件費が上がりにくいという状況が生まれているこ

とが推測できるわけでございます。 
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 その下のグラフは、「百貨店、スーパー、コンビニエンスストアの販売額の推移」で、

コンビニだけが順調に販売額を伸ばしています。 

 ３ページを御覧いただけますでしょうか。大規模小売店の出店件数は、平成24年以降減

少を続けております。また、ここ最近では、１万ｍ2超の大規模店の出店件数も少なくなっ

ている次第でございます。 

 ３ページの下の表は、今後65歳以上の人口が増加する一方で、生産年齢人口、15歳から

64歳までの人口は大幅に減少していくと推計されているものでございます。 

 ４ページでございますが、一方で高齢化が進んで、高齢者の人口に占める割合は高まる

のですが、「世帯主の年齢階層別１人あたり１ヶ月の支出額」を見てみますと、縦が各消

費項目、横が５歳ずつの年齢構成になっているのですが、支出額の多い年齢層の上位１位

から３位の支出額を赤い字で示しております。つまり、これをずっと見ますと食料品、住

居設備修繕・維持、水道光熱費、医薬品、保険医療サービス、教養娯楽、交際費というの

は、65歳以上の方々のほうが多く支出しているという結果になっているわけでございます。

また、2040年における将来人口予測が人口は16.2％減るのに対して、消費支出は10％の減

にとどまると推計されております。したがって、高齢化が進んでいったとしても、高齢者

にうけるような品揃えといったことをすれば、まだまだ消費は何とか底支えできるのでは

ないかと思っております。 

 ５ページをお開きください。今度は「商店街の現状」でございます。 

 上の表は、商店街の年間販売額、事業所数、従業員数等々を見たものでございます。基

本は商業統計でございますが、途中経済センサスを入れたりして、連続していないところ

もございますが、平成６年と平成26年を比べますと、年間販売額は商店街が小売全体の約

46％を占めておりました。事業所数は42％、従業員数は44％を占めていたのですが、20年

経って平成26年になりますと、販売額、事業所数、従業員数、それぞれ約10％ずつ減少し

て30％台半ばぐらいになっているところでございます。 

 ６ページをお開きください。最近の商店街の景況でございますけれども、景況について

も、「衰退している」「衰退の恐れがある」と回答している商店街が67％、約７割とまだ

まだ高い状況にあるわけでございます。 

 ７ページの上の表でございますが、商店街における問題点は何ですかと聞きますと、断

トツで経営者の高齢化による後継者問題、次が集客力が高い・話題性のある店舗がない、

次が店舗等の老朽化等々となっていっているところでございます。８番目に空き店舗の増

加というのが出てきますが、一番上の経営者の高齢化による後継者問題が解決しない限り、

将来は空き店舗の増加というところにつながっていくわけでございます。 

 ７ページの下の折れ線グラフですけれども、中小企業全体の経営者の年齢分布でござい

ます。20年前、1995年は最頻値が47歳でしたが、20年経って2015年ですと66歳となってい

て、中小企業の経営者の年齢が高齢化していることがうかがえると思います。 

 右の円グラフですが、「後継者問題への対策」なのですけれども、商店街における一番
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の問題は何ですかと言って、経営者の高齢化による後継者問題だと答えた方が結構いるの

ですが、対策は講じていないというところが９割を占めているというのが現状でございま

す。 

 ８ページの上の最も多い商店街の来街者層の変化でございますけれども、平成21年まで

は半数以上の商店街で主婦が来街者の中心層でありましたが、平成27年度には高齢者が来

街者の中心層である商店街の割合が、主婦が来街者の中心である商店街の割合を上回って

いて、高齢者の割合が増えているところでございます。 

 「空き店舗の現状」でございますけれども、平成27年の商店街における空き店舗数は平

均で5.35店、空き店舗率で見ますと平均で約13％となっているところでございます。 

 「今後の空き店舗の見込み」について尋ねたところ、今後も空き店舗が増加すると答え

ている商店街の方々が42％を占めているわけでございます。 

 ９ページの上の円グラフを御覧ください。商店街における空き店舗の割合が一般的に

10％を超えると商店街にとって問題となると言われているのですけれども、商店街向けに

行った商店街の空き店舗に関する調査によれば、これは昨年の調査でございますけれども、

空き店舗の割合が10％を超える商店街はなんと全体の47％、つまり、約半分と高い割合に

なっているわけでございます。 

 空き店舗が埋まらない理由としまして、地主、家主といった貸し手側の都合による理由

としまして、一番多いのは所有者に貸す意思がない、２番目が店舗の老朽化、３番目が家

賃の折り合いがつかない。 

 10ページでございます。テナント側、借り手側の都合による理由としまして、一番は家

賃の折り合いがつかない、２番目は商店街に活気・魅力がない、３番目が店舗の老朽化と

なっているところでございます。 

 空き店舗は、まちのイメージや魅力を損ない、商店街全体の活力に大きな悪影響を及ぼ

すのですが、それにもかかわらず、46.5％の商店街が空き店舗の発生に対して特に何も関

与していないという答えが返ってきたわけでございます。 

 商店街に空き店舗があることによる悪影響としましては、商店街としての魅力の低下と

答えていらっしゃる方が８割になっております。やはり商店街の魅力を維持していくため

には、空き店舗の解消が必要だと考えられるわけでございます。 

 空き店舗の所有者の方々に行った調査では、空き店舗になった理由は商店主の高齢化、

後継者の不在が４割と最も高く、商店主が高齢化している中では、今後さらに空き店舗が

増加するおそれがあるわけでございます。 

 12ページをお開きください。商店街内の空き店舗が解体・撤去された後の利用状況につ

いてですが、「駐車場」「空き地のまま」「住宅」で結構な割合を占めているのですが、

商店街が持つ集積によるメリットを失ってしまうため、空き店舗は店舗として活用してい

くことが必要だと思っております。 

 13ページでございますが、こういった現状の中、本検討会において商店街をそれぞれ個



- 4 - 

 

店が集まる商いをする場としての「空間」、商店街の中で商いをする個店や商店街組織が

行う「事業」、商店街で働く人で構成される「組織」、商店街にある店舗といった不動産

やそれを所有する人たちの「資産」と、「空間」「事業」「組織」「資産」に分けて整理

を行ったところです。 

 「空間について」は、流動性を失った現在の商店街の必要性について疑問が呈され、新

たな価値を持つ開かれた商店街に変えていくべきだとの意見が多く出されました。また、

商店街を将来につなげていくためには、若い世代や商店街に関心のある市民との接点を持

つことが必要との意見もあったところです。やや長くなりますが、この検討会で御議論い

ただいて出てきた意見はほぼこの４つのカテゴリーに分けて整理して、ほとんど全て載せ

させていただいているところでございます。 

 少し飛ばしていただいて、16ページ、「事業について」ですが、商店街がその力を維持

していくためには、新しい個店へ入れ替わっていく新陳代謝が必要との意見がありました。

また、コミュニティを担うことは商店街の目的ではなく、あくまで商機能を維持していく

ための手段であるとの意見が見られました。 

 「組織について」ですが、商店街が新しい役割を担っていく上では、組織も新しい考え

方を持つ組織に変わっていくべきとの意見がございました。 

 「資産について」は、商店街の資産所有者は商店街の資産が活用されるよう動いていく

ことが期待されるとの意見があったところでございます。 

 18ページでございます。「３．今後の政策の方向性」ですが、これまでの商業政策とい

いますのは百貨店法、大店法に始まる、いわば商業調整というのが中心になって行われて

きましたが、日米構造協議によって大店法が徐々に緩和されていき、とうとう平成10年、

ＷＴＯの勧告によって大店法は廃止されました。その後は商業調整から、都市計画法によ

る大型店の立地管理への移行を図ることとして、まちづくりの中で商機能のあり方を考え

ることとした次第です。そのため、中心市街地活性化法、大規模小売店舗立地法、改正都

市計画法、これらを「まちづくり３法」と呼んでおりますが、これらが制定されたところ

でございます。 

 しかしながら、なかなか中心市街地及びその中の商店街の衰退が進行していることを踏

まえ、さらに改正を行い、平成21年には地域商店街活性化法を制定して、商店街を商機能

の担い手のみならず、地域コミュニティの担い手としても位置づけ、地域と一体となった

コミュニティづくりを促進することによって、商店街の活力を推進することとした次第で

す。さらに平成26年には、国交省が推進しているコンパクトシティー政策との連携をより

強化するために、中心市街地活性化法を含め、ほかに３法が改正されたところです。 

 以上のような商業環境の変化の中で、中小企業庁が商店街に対して、専ら商環境の整備、

つまりアーケードとかカラー舗装の整備、街路灯の整備といったことを行ってきたわけで

ございます。地域コミュニティ機能、買い物機能を高めるための施設整備であるとかイベ

ントも支援してきたところでございますが、平成24年度、平成25年度の補正において、消
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費税引き上げに際しての商店街への体力強化、激変緩和措置として、アーケード整備やカ

ラー舗装といったハード整備、イベント実施に対し重点的に支援を実施しました。しかし

ながら、アーケード整備には多額の費用がかかるだけでなく、メンテナンス費用や撤去費

用が多額となって、それが商店街組合員の負担となって経営に影響するなど、必ずしも効

果的とは言えなくなっています。このため、平成27年度からはこういったアーケード整備

のようなハード整備への支援をやめ、商店街組織が行う社会的な課題に対応して行う全国

的なモデルとなるソフト事業を中心に支援をしてきたところでございます。社会的課題と

いいますのは、高齢者のための宅配であるとか子育て支援施設を商店街の中につくるとい

ったことでございます。 

 20ページでございますけれども、ここから「今後の政策の方向性」と銘打って書かせて

いただいております。商店街がかつてにぎわっていたのは、買い物の場であるなど商店街

に行く理由があったからであります。しかし、現在では、大型店やインターネット通販な

ど、商品を容易に入手することができるようになり、多様化して人の流れも変化していま

す。それに合わせて、商店街が果たすべき役割も変化してきております。今の商店街をか

つての商店街に戻すことを考えるのではなくて、商店街を利用する新しい意味をつくるこ

とが必要だと考えております。 

 まず、「商店街の空間としての再評価」。商店街をまちの資産として再評価し、コミュ

ニケーションをつくる場として、新しい価値を与えることで新しい役割を発揮させること

ができるのではないでしょうか。 

 「まちづくりとの連携」でございますが、一つ一つの商店街は歴史、文化、立地環境、

住む人、訪れる人等々異なっていて、それぞれの商店街はそれぞれに適した役割を担い、

発展してきたわけでございます。これからも商店街が地域に求められ、地域の中で役割を

担う存在であるには、今後５年、10年、20年というまちづくりを考え、その中で地域の商

機能はどうあるべきか、商店街はどうあるべきかについて、地域の中で合意形成していく

ことが必要であると考えております。 

 商店街というのは、大体まちの中心部にあって、その地域の顔となっていることが多い

のですけれども、まちづくりを行っていく中で商店街を商機能を担う既存のインフラ資産

として活用しつつ、単に商品やサービスを提供する場所ではなく、まちに必要とされるプ

ラスアルファの価値をつけたものとして、住民が集うまちの拠点としていくことが必要だ

と考えられます。 

 そういった合意形成に当たっては、例えば現在各自治体で検討が進んでおりますコンパ

クトシティ政策の中の立地適正化計画というのがあるのですが、この立地適正化計画を策

定する過程で、地域の商機能の今後についてもあわせて考えるなど、まちの将来の姿とあ

わせて商店街について考えていくことが必要とされると思っております。 

 今後のまちづくりにおいては、足りないものは新しくつくることのみを考えるのではな

くて、既存のまちの資産を最大限に生かす考え方も必要となります。また、一つの組織で
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全部を行うのは到底無理なので、地域で行う事業それぞれに適した組織をつくって、重層

的に活動を展開していくことも必要になると思っております。例えば、官民をつないで効

果的に地域の事業を推進できる体制を持つエリアマネジメント推進組織というものをつく

り、活動していくことも一つの手段だと考えられます。イギリスやアメリカではＢＩＤ制

度を始めとして、エリアの資産所有者が負担金を出し合って、エリアの価値を高めるため

の事業を行う組織があり、そういった取組を参考に地域の価値を高める取組を開始するこ

とも検討していく必要があるのではないかと考えます。 

 その一つの例として、愛媛県松山市では一つ一つの商店街ごとの活動ではなくて、５つ

の商店街組織で構成される松山中央商店街連合会とか、商店街組織、自治体、商工会議所、

地元鉄道会社、地元金融機関から出資を受けて活動するまちづくり会社、地元企業やマス

コミ、個人ボランティアも参加する一般社団法人など、産官学金労言が連携して活動に合

わせてさまざまな組織を構成し、自立した持続可能なまちづくりのための活動を行ってい

るところでございます。このように重層的に活動を展開していくことも必要ではないかと

考える次第でございます。 

 22ページをお開きくださいませ。「資産所有者の責任」ということを書かせていただい

ておりますが、商店街はまちの資産であって、商店街内の資産所有者は自らが事業をやめ

た後であっても、まちづくりの主体として責任と誇りを持って商店街に携わり、商店街を

つくっていける環境づくりが必要ではないかという意見がございました。 

 資産所有者がさまざまな理由で自らが資産を活用し、商売を行わないのであれば、ほか

の人に資産を活用してもらうことを考えて、商店街に新陳代謝をもたらしていくことが期

待されます。また、賃貸などを行う際には、その条件を若者など新たに商店街内で事業を

始める人たちに合わせるなどして、自ら責任を持って次の商店主を探し、開かれた商店街

をつくっていくことを考えることが望まれます。 

 商店街としても、資産所有者から空き店舗の改修やテナント誘致などについて協力が得

られるよう、日ごろから商店街と資産所有者との間で良好なコミュニケーションを保つこ

とが重要だと考えております。そういった良好なコミュニケーションを行うためにも、地

権者の商店街活動への理解、協力を促すランドオーナー会議などを行っている商店街もあ

ります。例えば長野県佐久市の岩村田本町通り商店街では、空き店舗所有者と商店街組織

の理事で「大家さんサミット」と呼ばれるランドオーナー会議を行い、商店街のビジョン

を共有して、その後も空き店舗所有者への通信を定期的に出すなどで空き店舗所有者との

良好な関係を構築しているところでございます。 

 これらの取組を通じて資産所有者には、商店街において事業を営んでいなくても、商店

街に対し責任のある者であることの自覚を促すことが期待されるところでございます。商

店街としても、商店街が活動していく上で、必要となる所有者等の関係者に関する情報を

整理して、見えるようにしていく取組を考えることが必要です。 

 平成28年度に行った空き店舗所有者向けのアンケートによると、空き店舗所有者の居住
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地は、空き店舗なのだけれども居住部分があってそこに住んでいるという方が約３割、空

き店舗と同一の都道府県内が約５割、その他が１割となっていて、商店街に居住していな

い所有者が６割を超えている現状であります。また、空き店舗の所有者の年齢は60歳以上

が７割を超えております。今後空き店舗の資産所有者の世代がかわり、資産所有者と商店

街との結びつきが薄くなっていく前に対策をとることが必要だと考えております。 

 23ページの「個店対策」でございますけれども、平成27年度の商店街実態調査によれば、

最近３年間の来街者数の変化について、減ったと回答した商店街が56.6％、約６割ござい

ます。来街者が減った要因として、最も多いのが魅力ある店舗が減少している、商店街に

おける問題としても集客力が高い話題性のある店舗がないという回答が４割となっていて、

個店に関するものが結構高い数値となってあらわれているところでございます。 

 24ページでございますが、大型店の立地やインターネット通販の普及によって、消費者

の商品購入の方法が多様化していて、必ずしも商店街に行かなくても必要なものが手に入

るわけでございますけれども、魅力ある個店があれば商店街に足を運ぶ理由があるわけで

ございます。商店街という商業集積を維持していくためには、差別化された商品・サービ

ス提供を行うなど、行きたくなる魅力のある個店の立地が不可欠となっています。魅力あ

る個店といいますのは、何も東京で流行っているようなスイーツのお店を地方の商店街に

つくるということではなくて、例えば地域に密着した商店街を目指していくのであれば、

単なる消費空間ではなく、店員とのコミュニケーションを通じて地域住民とのコミュニテ

ィを形成するとともに、その中から消費者が必要としている商品やサービスを情報収集し、

品揃えなどを改善していくことによって、固定客を獲得していくことというのも個店の魅

力を上げることにつながるのではないでしょうか。 

 特に、我が国全体で高齢者が増加している中、商店街においても高齢者が最も多い来街

者層となっているのですが、こういった方々は若者と違ってインターネット通販などは余

りやりませんので、むしろ対面販売を行うことができる個店は今後こうした高齢者の客層

を取り込んでいくことが焦点となると考えております。 

 また、観光客向けの商店街であれば、観光客の関心を引くために地域資源を活用したそ

の地ならではの個性的な商品やサービスをそろえることが必要となりましょう。こうした

地元の事業者と連携することによって、地域内の経済循環にも貢献することになり、商店

街の活性化だけでなく、地域の活性化に結びつくことにもなります。 

 このように、個店がさまざまな創意工夫をすることによって商店街内の個店が活性化す

れば、商店街に人が多く訪れるようになり、また、それが新たな店舗の立地にもつながり、

また、ほかの個店へもプラス効果が波及するということで、商店街の中で商店街全体が活

性化していくことにつながるわけでございます。こうした好循環を生み出すことによって、

商店街に個店が立地する優位性が生まれ、さらなる個店の立地によって商店街としてのに

ぎわい・活気が生まれてくる。 

 このように、商店街の活性化を図る上で、いかに魅力ある個店の立地を促進していくか
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は重要な観点となっております。このためには、商店街にある一つ一つの店舗が努力し、

魅力をつくっていくことによって、個店が軒を連ねる集合体としての商店街を維持してい

く必要があると考えております。 

 個店対策の一環でもありますが、「空き店舗対策」でございます。商店街が抱えている

経営者の高齢化や後継者不足、魅力ある店舗の不足といった問題によって、商店街内の新

陳代謝が止まってしまうと、空き店舗の発生に結びつくわけでございます。こういった空

き店舗対策として、空き店舗が増加した商店街で対策が功を奏してうまく再生していった

事例が幾つか見られるわけでございますが、その中の一つに宮崎県日南市の木藤さんのと

ころなのですけれども、自治体が商店街の空き店舗対策に正面から取り組んだ事例であり

ます。木藤さんというすごく優れたテナントミックスサポートマネジャーという方がいら

っしゃってのことでありますが、その木藤さんに伴走するように自治体の職員も本気で取

り組んできた結果でもあると考えているところでございます。 

 愛知県名古屋市の円頓寺商店街、高木委員のところの商店街ですが、ここはここで行政

の力は全然借りなくて、商店街の人材だけでなく、外部の建築家だとかコンサルタントが

中心になって、自主的な活動組織、ナゴノダナバンクを形成して、商店街のこれまでの知

見だけでなく、外部の専門人材の協力も得て空き店舗対策に成功している事例でございま

す。 

 また、福岡県北九州市では、外部の空き店舗の有効活用の知見を得ながら、民間の自立

型のまちづくり会社が中心となって、遊休資産をリノベーションしたり、チャレンジショ

ップにしたり、スモールオフィスにしたりして、有効活用に成功している例でございます。

ここは民間主導の公民連携を基本とするのですが、民間主導のプロジェクトを行政が後追

いで支援するという形で成功を収めている例でございます。 

 空き店舗の問題について詳しく見ますと、貸し手側の問題としては、貸す意思がなかっ

たり、店舗が老朽化して貸しにくいという問題もありますし、借り手側も商店街に活気や

魅力がないというのもあるのですが、店舗の老朽化といった問題があります。それぞれの

問題について解決していくような中小企業庁の取組が求められるわけですが、例えば商店

街等において店舗を借りたいというニーズがあるにもかかわらず、貸し手側が店舗が老朽

化していて貸しにくいといった問題については、例えば税制の軽減措置であるとか空き店

舗の改修のための財政的な支援であるとか、低利融資といった金融支援などについて関係

省庁とも連携しながら検討し、新たな商売を始めようとする人が商店街の資産を有効に利

用できるような仕組みにしていくことが必要だと思っておりますし、検討しているところ

でございます。 

 また、土地・建物所有者への空き店舗解消に向けた協力依頼というのも重要になってく

るのですが、昨年行った我々のアンケート調査でちょっと意外だったのが、商店街向けの

調査で、商店街組織が商店街の空き店舗所有者に対して活用策を提案したことがあります

かという問いに対して、ほぼ９割はありませんだったのですが、１割、12％と少数である
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のですけれども、この方々が空き店舗所有者に提案をしてみたところ、提案に対して空き

店舗所有者から同意を得られましたかと言ったら、得られた割合が47.5％、約半分と高い

割合になっております。このことからも商店街組織が空き店舗所有者とコミュニケーショ

ンを密にして、まちをどのようにしていきたいかという考えを共有して、空き店舗解消に

向けた協力依頼をしていくことも有効ではないかと考えているところでございます。 

 さらに27ページでございますが、今まで述べましたように、空き店舗所有者の年齢は60

歳以上が７割を超えております。貸し手側としては、契約が面倒だといった意見とか、出

ていってほしいときに出ていってくれないと困るな、貸しにくいといった意見もあります。

商店街組織やまちづくり会社、自治体と連携した地元不動産会社が貸し手側と借り手側の

仲介をマッチングすることによって、円滑に契約がなされるといった契約の仲介なども必

要となってくるのではないかと思っております。 

 今回の調査において、行政が主導する有効な空き店舗対策として、空き店舗情報の積極

的な発信というのが上位になっているところであります。各自治体が県単位だったり、市

町村単位だったりするのですが、全国でところどころあるのですけれども、自治体が運営

している空き家バンクにおいて空き店舗についても紹介している事例がございます。こう

した制度を商店街と自治体が連携して活用していくことが必要でありますが、中小企業庁

としても、関係省庁の国交省などと連携して、全国的に空き店舗を紹介できるような仕組

みについて検討していくことが求められております。 

 空き店舗解消に向けては、商店街が開かれ、新たな人材が商店街に入ってこられるよう

にしていくことも一案であります。例えば商店街の近所に専門学校があると、いろいろな

専門学校があるのですが、例えば宝石の専門学校の卒業生ですと、商店街の中にジュエリ

ーショップを開いてみたりとか、調理師専門学校を出た生徒さんは商店街の中で飲食店を

営んだりとか、専門学校の学生などが自分の専門知識を活用してショップを開くといった

例が結構ございます。このように地域の実情に応じて、商店街内で開業しやすいように空

き店舗を活用したチャレンジショップなどを整備していくことも空き店舗解消につながる

と考えております。 

 27ページ下のほうですが「支援のあり方」、本検討会においては、全国の商店街全てを

対象とした支援を行っていくことは難しいという意見が多数を占めております。全ての商

店街に対し平等に支援していくのではなく、まちの中で商店街の必要性や果たすべき役割

について合意ができていて、自ら手を挙げて役割を果たすべく取り組んでいく商店街に支

援を重点化していくことが必要ではないかと考えております。 

 支援に当たっては、現場に即した対応が必要であって、ある程度商店街を類型化し、商

店街の持つべき機能、規模やステージに合った支援を行っていくことが必要ではないかと

いう意見もございました。 

 商店街が持つべき機能として、主に生活支援型、地域に根差して地域住民の生活を支え

る商店街であり、規模は比較的中規模から小規模と考えられるという型もございますし、
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エリア価値向上型、まちの中心に立地して、そのまちの価値を高める商店街であり、規模

は大規模から中規模なものが多いと考えられます。観光型、インバウンド、アウトバウン

ド両方なのですが、国内外の観光客をターゲットとした商店街であって、観光客数に応じ、

規模はさまざまと考えられます。 

 さらに、ステージとして、新しい事業に取り組む意思のない停止期、新しい事業に取り

組もうと動き出した初動・助走期、事業を開始し、成長していく成長期、事業が軌道に乗

り、次の一手を考えていく安定期に分けられると思っております。それを図示したのが下

の表でございますが、商店街を目指す姿によって類型化し、さらに規模、それぞれのステ

ージによってそれに対する支援メニューもいろいろと細かく整理したところでございます。 

 例えば、大規模で安定期にあるエリア価値向上型の商店街は、事業の安定的な運営と次

の世代につなげるための人材育成をしていくことが必要でありますし、小規模で初動・助

走期にある商店街は、まず商店街がまちの中で果たすべき役割を明確化していくことが必

要であります。具体的には、今ある商店街の現状を把握して、その現状をもとに今後どう

いった商店街にしていくのかというビジョンづくりなどもここに入ります。これらの商店

街を全部一緒くたにするのではなくて、その商店街に合った適切な支援策を選択していけ

る仕組みづくりが必要だと考えます。 

 29ページですが、自治体は商店街に人が集まるような土地利用にするなど、役割を決め

た商店街に対しては、商店街が競争力を持てる環境にしていく仕組みづくりをすることも

一案であります。 

 商店街振興を担う組織については、これまで商店街振興組合、事業協同組合といった商

店街内部の関係者のみで構成される組織であることが多かったわけですけれども、構成員

の高齢化や事務職員の不足など、十分な機能を果たしているとは言えない組織も増えてい

る今日このごろであります。今後はまちづくり会社やエリアマネジメント推進組織など、

商店街を含めた地域を活性化させていく組織も積極的に活用していく必要があると考えら

れます。また、支援対象も商店街内の個店同士の連携体などに対して支援を行える仕組み

は必要ではないかと考えます。 

 また、商店街が活動していく上で必要となる基本的な情報を整理してフォーマット化し、

商店街に提供していくことも考える必要がございます。商店街にはどんな人材がいて、ど

んな歴史や文化、資産を持っていて、資産所有者とか顧客層はどういった人たちがいるの

か、関係者は誰がいるのかといったことを整理し、商店街の価値が目に見えるようにして

いく、見える化と呼んでいますけれども、商店街が新しい取組を行っていく上で、こうい

った基本情報を見える化していくことは必要だと考えているところでございます。 

 また、商店街に対する支援はいずれの段階においても、専門家を活用したソフト支援が

必要になる場合が多いと思いますが、現在、商店街支援の専門家を有し、ソフト支援を行

っている専門の組織としては、株式会社全国商店街支援センターがございます。商店街が

新たな事業を始めるための支援が必要なときや、既存の商店街振興組合の組織が十分な機



- 11 - 

 

能を果たせていないとき、機能の強化を図りたい場合などは、この全国商店街支援センタ

ーが適切なサポートを行っていくことが求められております。そのほかにも、商工会、商

工会議所、中央会、国のよろず支援機関といったところと連携し、適材適所のきめ細かな

商店街支援体制を構築することも検討する必要がございます。また、金融機関も重要なプ

レーヤーでございまして、金融支援だけでなく、金融機関が持つ地域内外のネットワーク

を活用し、商店街と人・モノ・情報をマッチングさせることが金融機関に期待されている

ところでございます。また、余り商店街とかかわりのなかったＮＰＯ法人との連携やボラ

ンティアの活用など外部組織の活用が、商店街が機動力ある活動をしていくためには必要

だと考えているところです。なお、支援を実施するに当たってはその効果を適切に測定す

ることが必要でありますが、これまで実態把握のために商業統計を活用していたのですが、

商店街の実情を捉えられる統計の整備についても少し検討していく必要があるのかなと考

えます。 

 最後に30ページの「４．今後の課題」でございますが、商店街は今、未来志向の新しい

商店街に変わるための分岐点に置かれていると思っております。地域において商店街は何

のために必要で、どのような役割を担っていくべきか、商店街のことだけを見るのではな

くて、まちづくりの観点から特に基礎自治体、商店街の店主、地権者、住民が覚悟を持っ

て真剣に考えていくことが必要な時期に来ていると考えております。 

 中小企業庁といたしましても、他省庁や自治体と連携した、商店街が真に必要とする施

策をとる必要があり、本中間取りまとめを踏まえ、今後どのような施策がとれるかをフォ

ローし、検証していく所存でございます。以上です。 

○石原座長 ありがとうございました。 

 非常に大部な報告書なのですけれども、予定の時間ぴったりに収めていただきまして御

苦労さまです。ありがとうございました。 

 おかげさまで、時間が１時間余りと十分ございますので、これから自由に御討議いただ

きたいと思います。大きな枠組みの話からでも結構でございますが、恐らく今までの御議

論いただいたことを受けながら、別に平均値をとるわけでも何でもありませんので、それ

を事務局で咀嚼しながら一つのストーリーとしてまとめていただいたことになりますので、

ここは誤解があったのではないかとか、そういう意味ではなくてとか、むしろ強調したか

ったことが漏れているということがありましたらおっしゃっていただきたいと思います。

一応これから先は御討議いただいたものを最終の報告書の中にもできるだけ反映させたい

と思っておりますので、これは暫定版でございます。どうぞ御自由に御発言いただければ

と思います。 

 加戸さん、途中で気になっていらっしゃるところがございましたか。 

○加戸委員 表記の違いだけなので事務局で直してもらいます。大丈夫です。 

○石原座長 ありがとうございます。いかがでございましょうか。 

 何回目のときですか、こういった商店街の空間としての評価、ちょうど目次を見ていた
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だきたいのですが、「まちづくりとの連携」「資産所有者の責任」「個店対策」「空き店

舗対策」、その上でのこれからの支援、対策という大きな枠組みといいますか、柱立ては

一度御議論いただいていると思います。 

 それから、数ある商店街と一口に言っても規模も違えば性格も違う。何かの形で分類す

るというか分けないことには話にならないだろうという議論はもともとありまして、それ

を28ページのような形で一応、性格、規模、ステージということで分類をして、提示をし

ていただいたということになっています。この分類はいつも悩ましいのですけれども、余

り細かくすると何が何かわからなくなるし、余り荒っぽいと目が粗過ぎるといってお叱り

を受けるのですが、その辺についても御意見をいただけたらありがたいと思います。いか

がでございましょうか。 

○新委員 誰もしゃべらないなら、遅れてきたのでしゃべりづらいですが。 

○石原座長 そうおっしゃらずに。 

○新委員 しゃべります。遅くなりまして申し訳ありません。 

 この報告書は、非常に重要なことを様々指摘していると思います。ただ、一つ意識しな

いといけないのが、商店街がどういう空間であるかという点です。これまでも検討会の中

で商店街をどう定義するかという点について話題提供させていただきましたが、店舗が集

まっているというだけで商店街を考えることが難しい時代に入ってきているのではないで

しょうか。現在、商店街エリアでは、空き店舗の増加、高齢化の進展、あるいは中規模以

上の都市中心部では新規住民の増加など、環境が急速に変化しています。これまでの商店

街は「店舗の連担」ということで議論を進めてきましたが、果たして店舗のつながりで商

店街について議論できるのか。こうした問題意識を持ったとき、考えるべき方向は二つあ

るように思います。 

 第一に、商店街が周辺エリアの管理を担うという方向性です。この点については保井先

生が御専門なので私が指摘すべきことではないかもしれませんが、話をさせていただきま

す。もし、商店街を「店舗の連担」と考えると、その全てが「私的空間」となります。で

すが、商店街は、アーケードや街灯など、店舗周辺の空間を管理してきました。商店街は、

協同して、周辺の空間を管理してきた実績があります。現在、空き家・空き店舗の増加な

ど、都市管理の問題が浮上しています。そうした社会状況の中で商店街を都市の管理主体

として脱皮できないか。そうした可能性を追求すべきです。 

第二に、第一の方向性とつながりますが、公的空間でいかに「稼ぐか」という方向性で

す。こうした動きはニューヨークなどで進んでいると思いますが、公園や道路の管理だけ

でなく、オープンカフェ、移動販売、あるいは広告スペースの設置などを通じて、公的空

間で稼ごうというわけです。当然、公的空間の活用は、店舗エリアの活性化にもつながり

ます。 

以上二つの方向性は、中心市街地活性化の流れの中で、この20年ほど議論されてきたこ

とではありますが、この度の報告書でも改めて言及すべきことであるように思います。 



- 13 - 

 

 「公的空間の管理」「公的空間の商業化」といっても、商店街の置かれた環境によって、

行うべきことは変わってくると思います。報告書の終わりあたりに商店街の新たな分類に

ついて提言がありますが、それぞれの商店街タイプにおいて、公共空間の管理や商業化に

ついて考えてもよい、そう思いながら、報告書の内容を伺っていました。 

○石原座長 ありがとうございます。 

 商店街で公共空間というと一番に出てくるのは前の道ですね。 

○新委員 そうですね、道路ですね。 

○石原座長 前面道路を車が走っているところもあれば、アーケードで囲まれているとこ

ろもあるし、いろいろな状況にあると思いますけれども、なかなか使い勝手がいいような

悪いような、アーケードの下にぶら下がっている広告についても自治体によって規制があ

ったりなかったり、自由に広告が掲出できないところと、できて稼いでそれを資金に活用

しているところもあるので、その辺の問題も含めてもうちょっと書き込むということなの

でしょうか。 

○新委員 論点として、あったほうがいいだろうなということです。 

○石原座長 保井先生、今、半分振られたような感じになっていますけれども、御意見は

ございますか。 

○保井委員 ありがとうございます。振っていただいたので、話しやすくなりました。 

 ２回ほどお休みさせていただいていたので、私も何からお話しすればいいかと思ってい

たのですけれども、公共空間の話もそうだと思いますが、新先生がおっしゃった商店街の

定義に関し、多分同じような意味のことを私も感じているのだろうなと思っています。私

が出席させていただいたときにも議題になっていたことだと思うのですが、商店街が何か

がまだ見えないかなという気がします。ここにおられる方々のところなどはまさにそうだ

と思うのですが、新しく商店街が再生されたといって取り上げられるところに行って思う

のは、商店街の商業再生だけでなく、新先生がおっしゃられたエリアの暮らしそのものが

変わっていて、独自の世界観がそこに展開されているのです。必ずしも過去が否定されて

いるわけでもなくて、過去の歴史を非常に読みときながら新しいプレーヤーが入っていて、

そこでこれからつくっていこうとしているコミュニティの姿みたいなものが提示されてい

ると感じます。要するに、そういうことができるプロデューサーと事業体とビジョンとい

うのがやはり大事なのだと思うのです。ただ、そうやってプロデューサーと事業体とビジ

ョンと言ってしまった途端に、それだけをコピーするみたいな世界になっていくのが難し

いところなので、どういうふうに書くべきか悩ましいのですけれども、今、公共空間とい

うのを言っていただいたので、一つあるとすると、まさに個店対策みたいな、失礼な言い

方をしていると思うのですけれども今までの商店街用語なのだと思うのです。そういう話

ではなく、いつも言っていることなのですけれども、商店街全体をアセットと見る。今回

は世界と言っているのですけれども、商店街というアセットを使ってを目指す世界をどう

いうふうに実現できるのか、そのための事業の仕組みをつくってほしいという気がします。
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そのために、事業体をどういうふうにつくっていくかが大事ですし、それが今までの事業

体とちょっと違って、もう少しいろいろな人が個人で入っていけるようなことを想起させ

る書き方というのはできないかなという気がします。 

 もう一つ商店街という使い方をして気になるのは、地方創生とか大きな都市経営のビジ

ョンの中に、商機能の集積した商店街をどうしようというのがなかなか最近ちょっと薄れ

ているような気がするのです。先ほど商機能をどうするかということをきっちりやりまし

ょうというのは、私、そこは重要な指摘ではないかなと思っていて、なので、そこも単に

今の現存のお店を支援していかなければいけないというよりは、まさに大きなビジョンの

中でこの地域の商機能というのはどうあるべきなのか。例えばそれはつくるところから消

費者に渡るところまでの全ての世界を包含しての商機能と捉えたほうがいいのではないか

なという気がしていて、そういう中で今の商店街の位置づけを解いてほしい。 

 要するに、大きなビジョンの中での商店街、商店街が小さな組織で動き出すような事業

体、その２つを絡ませながら進めていくべきだと思います。都市計画で最近タクティカル・

アーバニズムという言葉がよく取り上げられます。大きなビジョンがあってそれに向かっ

ていってもなかなか動かない。木藤さんがなさっていることがまさにそうだと思うのです

けれども、いろいろな人たちが小さな社会実験をしていくことはたくさんできるわけで、

みんながそうやってビジョンを共有しながら小さな事業をたくさん積み重ねていく。もち

ろん大きなビジョンは大きなビジョンで目指していくという積み重ねの議論が必要なので

はないかなという気がしています。なので、ステージというふうになるのかなというのが、

委員長も難しいとおっしゃっていたのですけれども、もう少しそれをサイクルなのか、ち

ょっと議論して検討したらいいのではないかなという気がしました。 

 まとまっていないので、また後で何かあれば戻ってこられればと思います。 

○石原座長 ありがとうございます。 

 「商店街」という言葉が非常に使いにくいような、使わなければ何にするのだという、

言葉を変えてみてもほとんど意味はないのですけれども、お店が集まっている空間という

ことではなくて、そういう商売をしている通り、空間ということを超えて、もう少しそれ

を含んでいる地域全体の中で商空間、商機能がどんな役割を果たしているのかということ

をきちんと位置づけるということなのですか。さまざまな動きの中の一つの役割として、

商空間、商機能をどう強化していくのかということになるのかと思うのですが、そうした

大きなエリアを考えていく場合、商機能をその中で方向性をつけ、ビジョンとして示して

いくというのは大変よくわかる話だと思うのです。ですが、それを動かしていくときの組

織というのは一体どこにどうフォーカスするのだろう。下手をすると、商店街の議論とい

うことでスタートしながら商店街と違うところで組織を組み立てていくことになっていく

と、その辺が非常に悩ましいところになるのかなというふうには思いつつなのですけれど

も、おっしゃっている意味はもし誤解していなければわかったつもりです。私、大きな誤

解はしていませんか、大丈夫ですね。 



- 15 - 

 

○保井委員 はい。 

○新委員 石原先生のおっしゃるとおりなのですけれども、皆さんがせっかくいらっしゃ

るので補足的に指摘させていただくと、全国的に、商店街組織が急速に弱っています。お

そらく、あと10年・20年すると、多くの商店街組織が成り立たなくなるでしょう。これま

では、商店街組織がベースにあって、２階建てでエリアマネジメント組織を構想すること

ができましたが、今後、そうしたやり方ができなくなる。ですから、商店街組織の脱皮と

いうことを真剣に考えていかないといけない。その脱皮の一つの方向性としてエリアマネ

ジメントがあるように思います。 

○石原座長 商店街にかかわっていらっしゃる木藤さん、動かして中に入っていっていか

がでございますか。 

○木藤委員 私、実は３月まででテナントミックスサポートマネジャーを一旦終えて、今

拠点は福岡に戻って、月の３分の１ぐらいは油津に通っているような体制になっています。

要は３月末が中活事業が終わったタイミングなのです。ここだけの話にしたほうがいいの

が、それまで会長をされていたお布団屋さんの御主人から店を畳むと連絡があったのです。

それは中活協議会も商店街代表で入られた方ですし、年齢的には50代半ばぐらいのまだま

だやれるような年齢の方ですけれども、体調の不良とかもあり、突然店を畳むという相談

があって、私もそのメールを見たときにものすごくびっくりしてショックだったのですけ

れどもいろいろお話を聞くと、いろいろ体調が悪いというのは昔からあって、いつ畳もう

かとか、息子さんからも早くやめたほうがいいと相談されていたのだけれども、いろいろ

な商店街の再生事業が始まってしまって、やめるタイミングを逸してずっと続けていたと

いうのがあって、一区切りしたからやめられることを決断されて５月末に閉じられました。 

 私がその流れで言おうかなと思っていたのは、今、先生からもあったけれども、10年と

か20年先に世代がどう変わっていくのかみたいな、今後の世代交代とかそれに伴う組織の

あり方の変容というのがもっと劇的に変わってくるかなというのがこの10年ぐらいだと思

うのです。多分油津は会長さんがやめられて、残っているのがもっと上の60代以上の世代

ばかりになってしまって、もう会長を引き受ける方がいなくて、一旦解体するような形に

なっていくと思います。私がかかわり始めて入ったいろいろな新しい若い人たちのお店も

含めて、もう一度新しい組織をつくっていくような流れにこれからなっていくと思うので

すが、それが従来の商店街組合という組織に近い形なのか、全然違うような組織になるか

というのは、アーケードの扱いとかも含めてなのですけれども、今から議論していこうか

なと思っています。なので、それはもしかしたら商店街という文脈とは違う価値観の組織

になるかもしれないなという希望だと私は少し思っていて、この４年間やってきた中で会

長さんが辞められたのはすごくショックなのですけれども、やっと新しいステージに行け

るような準備が整ったのかなという気はしているのです。 

 油津の場合はそういうケースでしたけれども、全国的に見ても、大中小でいくと小さい

ほうの商店街でかなり地方のほうですが、そういう動きというのが今後起きてくるかなと
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いうのと、前に私がちょっと発言した中でも、今の30代ぐらいの世代までは商店街という

空間のイメージとか経験がある。でも、その下の世代というのはほとんど生まれたときか

らイオンとスマホの時代で育っているので、そういう時代に到達したときにまた商店街と

いう見方が今後変わっていくだろうというときにまた考え方とか組織のあり方を含め、全

然今とは違う捉え方が、そういう時代がすぐに来るのではないかなという気はしているの

で、今後の時代の変化に応じてどう変えていくべきだみたいな視点を、この項目の中にも

う一つぐらい加えてもいいのかなという気はしました。 

○石原座長 今、おっしゃった商店街とこれから生まれてくるかもしれない組織というの

は、商店街と違った形になるかもしれないとおっしゃったときの、これからの話なのでよ

くわからないかもしれないですけれども、例えばイメージとして、今までの商店街という

のはエリアというか空間がここからここまでみたいなことが決められたけれども、それに

もう少しこだわらずにこの周辺で、それを含むエリアとしては共有しながらということが

一つと、あるいは業種的に今そこにいる人が全部ということを原則とするということでは

なくて、もう少し違った緩やかな活動体のようなイメージが入っていますか。 

○木藤委員 大きくはそんなイメージですけれども、まだ具体的にというところまで私は

至っていなくて逆にアドバイスをいただきたいぐらいなのですけれども、今先生がおっし

ゃったようなイメージに近いとは思います。 

○石原座長 商店街の方、いかがですか。商店街の組織を超えているのか超えていないの

か、よくわからないところもあります。もともと、商店街を含む周辺のエリアに拡大をし

てという議論が初めからあって、それと商店街組織との関係で言えば、先ほど新委員の言

われたように商店街の組織が弱体化しているというのも確かなことなのですね。昔強かっ

たときはむしろこれのほうが周りのほうへ出張っていって、俺が引っ張ったるぐらいな感

じだったのでしょうね。強いところはそうだったのだろうと思うのですが、それが少し縮

こまってきていて、商店街の商人さんだけではなくて、もっとＮＰＯさんもほかの人も皆

さん応援してくださいよという雰囲気になってきている。そんな状況の中でということな

のかもしれません。そうすると、商店街という空間を超えてエリアそのものに目が向いて

いくかもしれないということなのかもしれません。 

 そういうイメージというのは、例えば松山の商店街空間を見ているとひょっとしたらあ

るのかなと思うし、岩村田がそういうふうになるのかどうかは、私にはよくわからないで

すが、どうなのですか。商店街でそれは違う、もっと商店街という組織だとおっしゃって

いただいてもいいのです。 

○加戸委員 今まで議論してきた中間の取りまとめだと思いますので、これからも商店街

組織で話すときはこの資料を使って、皆さんに状況説明と我々が何をしなければいけない

かと、何を要望しなければいけないかをきちんと話そうと思います。 

 一応現場にいる者として、より緊張感を持ってお話しするとしたら、松山の話をすると、

例えば私が理事長をやっているところは通行量がリーマンショック以降どんどん伸びてき
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ています。地主の特殊事情で本当にあけられないところ以外は全部埋まっていて今、空き

店舗は実質ゼロなのですがそれでも売上げは下がっています。 

 ずっとこの場で申し上げてきたのは、目的と方法のバランスなのか、それを間違えては

いけない。目的を達成するためにどう考えるかと、方法はこうでなければいけないという

ところから進めるのとでアプローチの仕方が全然違うので、やはり組織論をするに当たっ

ても、政策をするに当たっても目的は何かというのをはっきりさせて、その後に方法論を

つけてＰＤＣＡをしていくべきだと思います。強み、弱み、以前サッカーに例えましたけ

れども、フォワードを強くするのか、ディフェンスを強くするのか、これによって国の施

策は大分変わると思います。いわゆる守りを固めるのか、とがりをつくっていくのか。 

 あとは、こういう言い方をしてはいけないのかもしれないですけれども、東洋医学か、

西洋医学か。いわゆる基礎代謝を自分の運動によって上げていくことで細胞の更新のいい

好循環をつくっていくやり方と、もしくは体を見たときにここが悪い、あそこが悪いとい

うことを対症療法で治していくやり方で大分違うのです。片方に偏るのか、両方するのか。

先ほど保井さんがおっしゃったように結局は両方しなければいけないと思います。例えば

先ほどおっしゃった道路、空間の話というのはまさに国が管理していますし、国土、国と

して考えたらそこは細胞の一部なのです。この細胞がくたびれているのか、今、活性化し

ているのかという見方をすればいいのです。 

 西洋医学に例えたとしたら、ソフト事業、つまりメスを入れて、そこの箇所を治しにい

くことでこの人は治りましたというのか、でも、10年後はその細胞が死んでいるかもしれ

ないといった議論をずっとしてきているはずで、すごくまとまっているので私は次に進ん

だらいいかなと思って話しているのですけれども、この取捨選択は目的に向けて方法を選

択すればいいと思うのです。 

 戦後70年だとして70歳になりましたと。どこから治すのだ、どうしていくのだと。400

まで生きるとしたときにどうしますかと。一新させるのか、それとも、自分でまず鍛えな

がらいろいろ支援をもらってサプリをとったりといったことでやっていくのかとか、これ

で目的と方法が全然違うのです。 

 先ほど皆さんがおっしゃっていたエリアなのかとかいろいろな話、時代の流れ、人口の

高齢化、少子化いろいろありますけれども、大店法の絡みについても議論の一つにしてい

いかと感じました。拡大していく中で規制をかけなければいけない、もしくは緩和するか

という議論から、誘導策となり、次にエリアを決めていきましょうとなった。まさに中心

市街地活性化とか立地適正化と今はそういうふうにしていますけれども、その次に拠点を

どうしますか、次に個店をどうしますか、次は経営者をどうしますかとどんどん小さくな

っていっているのがわかります。 

 この次の議論は決まっています。今言った取捨選択、目的と方法をどうしますかという

のが私の感想です。 

○石原座長 ありがとうございます。 
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 最後の点だけ言うと、それは多分どこかに書いてあったと思いますけれども、具体化し

ていく仕方が難しいところがあるのですが、全部すくい上げるということはもう絶望的に

できないことは確認済みの話だと思います。 

○加戸委員 皆さんが言っているのは頑張っている人をフォーカスすることをしていない

のではないかとか、実際、若手がやろうとしているところというのは結構あるのですが、

そういうところをどう拾い上げるかというところではないでしょうか。 

○石原座長 難しい。 

○加戸委員 難しいのですけれども、議論がまだされていないのではないかなということ

です。 

○石原座長 本当に何も頑張っていない人というのは手も挙げてこないし、文句も言わな

いからあれなのですけれども、そうではなくてそこそこやっているものをどう評価して選

別するのかというそこが難しいなとは思いますが、譲り合っていた麗しき阿部さんは何か

ございますか、よろしいですか。 

○阿部委員 ありがとうございます。 

 本当にこの報告書はよくできているなと感心して見ていました。読ませていただいたの

ですけれども、これは各商店街に読んでいただいてから、補助金等の申請をしていただく

という条件つきにしていただかないといけないぐらいの出来栄えかなと思っております。 

○石原座長 ありがとうございます。 

○阿部委員 特に加戸委員がおっしゃったように、自分のところの商店街というか健康診

断をして、どういうものでどういうふうにしていきたいのかということは、まさにこのス

テージという部分とか、何型なのかというところすらやっていないところが多いと思いま

すので、これで気づくのではないかなと思います。 

 私は、商店街は基本的には自分の店の経営をしっかりしていかなければいけないという

ことで、商店街組織でどうこうするというのはもう違ってきているのだなと思います。変

化対応型で商店街をよくするためには周りの環境を整えなければいけないので、そうなっ

てくると住民とか若手、ＮＰＯと連携をしながらエリアを考えていくというところの別組

織でやっていくべきだろうなと。そこでよく言うのですけれども、空気と水というものも

どんどんどんどん増やしながら、その商店は空気と水をいただいて商いをしていくパター

ンであるので、先ほども商店街で商店はやることが山積みで、商店街活動というのはまさ

にそこに来ていると思うのです。よかった時代はそれでもよかったのですけれども、一番

いい時代からもう20年、30年ぐらいたっていますので組織もすごく衰退をしていますし、

年齢の方もいらっしゃいますから、ここで若手というものにバトンタッチをするような形

でないと生産性も上がっていかないのではないかなと思いますので、自分の店をやりなが

ら全体のエリアを考えていく組織にも入れる人は入っていくという形ではないかな。 

 どうしても商店街というと、商店街がもうけるためにいろいろな人の力を借りるという

形で自分でやれよみたいな、風当たりが非常に強いものですから、でも、住んでいるまち
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をよくしていくということであれば、すっと入っていくのではないかなということを常々

感じております。まだまだあるのですけれども、またそのあたり。 

○石原座長 今ので非常に難しかったのは、商店街の話をすると、そこはもうけの空間だ

と言われることです。お前らがもうける話に何で役所やほかの人が応援しなければいけな

いのかという声がずっと横にあったし、意識していたのです。それを意識せずにもうちょ

っと自然に理解し合えるようになることが大事だなと思うのですけれども、高木さん、何

か。 

○高木委員 まだ何も頭の中がまとめきれていないのですけれども、新さんに質問で、公

共空間の活用のことを言われたではないですか。例えば具体的にどういうことを活用とい

いますか。 

○新委員 これまで、道路や公園を民間が利用するのは大変に時間もかかっていたし、そ

こでお金を稼ぐことには大きな制限がかかっていました。ですが、規制緩和の流れの中で、

公共空間の活用が、エリアの価値を高めるということが随分と理解されてきた。公園や道

路でお金を稼げるようにすること、及び、スピードを持って公共空間で事業ができるよう

になりつつあること、これが公共空間の活用ですね。こうした動きに商店街が積極的に関

わっていくことが、商店街としての組織の脱皮というのにつながるのかなという話の流れ

でさせていただいた感じです。 

○高木委員 ありがとうございます。 

 お聞きしたのは、うちは名古屋市の西区にある名古屋駅から近いところなのですが、ア

ーケードのある商店街なのです。アーケードをつくって50年ぐらい経ちます。今まで何度

も何度も改修してきたのですけれども、2014年度にアーケードを改修してイメージが随分

変わりました。あと、場所的に結構商店街が浸水をするのです。そういうこともあって、

国のほうから下のパイプを大きくするという大工事をしていて、うちのほうの商店街はそ

れが大体終わりました。今、本町商店街というもう一つのアーケードのある商店街が工事

を始めているのですが、それに当たって床というのですか、商店街の下のタイルを直して

いるんです。そこに実は水を流そうとか木を植えようとかいろいろ案が出ていて、それは

アーケード実行委員会と理事の中でまだ組合員さんに落としていないのですけれども、も

しかすると木を植えたりとかせせらぎをつくるというのは話題性があって、それは一つの

活用かなと思うのだけれども、逆にそれは誰が管理するのか、そこで事故があったときに

どうするのかみたいなことがあって、私はなかなか首を縦に振れない状況なのです。お年

寄りも多いし、子供も多いし、七夕祭り、パリ祭という大きいイベントだと足もとが見え

ないぐらいの人たちが来るというときにせせらぎというのは大丈夫かと思うのですよ。 

 そういうものの、許可が出るかどうかわからないのですけれども一応道路扱いなのです。

なので、イベントを一つするにも警察に結構な量の書類を提出して、オーケーをもらって、

そこでフリーマーケットをするときには警察にもお金を払ってということをしているんで

す。そういうところを私たちが一生懸命積み重ねて、イベント等々やって、公共の場とし
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て活用しているのですけれども、話題づくりとするとアーケードも随分雰囲気を変えたの

で下も雰囲気を変えたい。タイルの柄というのはあくまで現状復帰だけれども、私たちの

望むデザインにはしてほしい。要は上とかファザードと同じ感じのものにしてほしいとい

うことは今一生懸命言って、なので議論をしているために、まだタイルは直らないのかと

みんなに言われるぐらい切り刻まれた形で何カ月もそのままなんです。 

 そうすると、公共空間の活用というのはやはり必要なのかな、いろいろな議論はあるけ

れども、そういうところをもう少し詰めていったほうがいいのかなとちょっと思っている

ところもあります。ただ、例えば今言われた公園が商店街の真ん中にあるというふうでは

ないので、あくまでも道路という扱いなので、ちょっとの段差でもおばあちゃんが転ぶん

です。それが１回や２回ではなくて結構あるので、そういう危険性はどうしようというこ

とを最近考え続けています。 

 支離滅裂かもしれないのですけれども、そういうことを今一生懸命やっているのはアー

ケード対策委員会といって、アーケードのファザードとか形を変えるというのに私が立ち

上げた委員会なのです。その中には理事代表として私が入って、あとは違うメンバーで動

いていて、それを理事会に落としてオーケーをもらったら組合員に落とすというやり方を

していました。 

 もう一つは、先ほど商店街の衰退化というか力が弱くなったのではないかという、それ

もちょっと気にかけていて、アーケード委員会も別につくりました。例えば商店街にとっ

て大きなイベントになっている秋のパリ祭という人通りで足もとが見えないぐらいの人数

が来るというのも、要は那古野下町衆という団体の中のパリ祭実行委員会というのが運営

しているのです。それを大きくまとめると商店街のイベントとして成り立っているのです

けれども、基本そこも理事長と理事がもう一人入っているだけの団体なんです。ナゴノダ

ナバンクという空き店舗対策をしているメンバーも理事は私だけしか入っていないという

現状なのです。昔は理事だったり理事長は政に参加していればいいみたいな時代があった

ではないですか。店主は外で活動して、店は従業員に任すみたいな時代ではないので、理

事というのは雑用がめちゃくちゃ多いでしょう。でも、それというのは目に見えないこと

がたくさんあって、余りそこに負担をかけてしまうのはよろしくないなというので私は違

う団体をつくって、プラスアルファは当然ありますけれども、なるべく理事は理事が今ま

でやれた仕事をしてきたのです。まちをこういうふうにしていきたい、ああいうふうにし

ていきたいという人たちの集まりがうまい具合にできていったので、そういう団体をつく

っていった。 

 でも、それというのはもしかすると、商店街の団体の振興組合という組織を弱くさせて

しまったことなのかなとちょっと思ってみたりして、どうですかと思っているのです。ど

うですか。 

○石原座長 商店街の組合組織を弱くしたのか、先ほど私、昔は商店街のほうが出張って

いっていたのだという言い方をしましたけれども、その出張っていく力がむしろ弱くなっ



- 21 - 

 

てきて、普通に外へにじみ出してしまったと言っているのかどちらかという評価なのでし

ょうね。考えようによっては、そのことによって余計に弱らせた、やらなくていいのだと

いうことになるかもしれませんけれども、それを商店街のほうでというか、旧来の組織の

延長線上と言うと怒られますけれども、それを担っていけるのであれば別に担っていけば

いいのだと思いますが、それを全部担い切れるのかというとしんどくなっているのは確か

だと思います。 

○高木委員 それは規約というか、一応商店街の理事というのは商店街の中で組合員であ

って、お店を出している人というのが規定として入っているので、今、活動して来てくれ

ている子たちはあくまでも外のメンバーという形なのです。当然商店街の中でお店をやっ

ている人もいるのですけれども、そういうことを考えると、話を聞きながらどこかでどう

したものかなと思っているところでした。 

○石原座長 笠原さんを先にしゃべらせて。 

○笠原委員 少しだけお話しさせていただきたいと思います。 

 私は金融機関の人間で、この報告書全体の中で金融機関の役割をいろいろ書いていただ

いていますが、もしお時間があれば皆さん方からももう少しこんなことを期待していると

いうのがお聞きできれば、今後の活動の参考にさせてもらえると思っています。 

 それとは別にお話をさせていただきたいのですが、場所は言いにくいのですけれども、

今、私は商店街の活性化のお手伝いをしていて、今年度から始まっています。概略で言う

と人口が５万人切っているところで、商店街組織と呼ばれているところが８か９あるとこ

ろでやっています。８から９のうち実態で言うと、もう既に弱体化しきっていて７ぐらい

は活動していない。正確に言うと、イベントを年に１回やっているという程度でほぼ何も

やっていないという状態で、組織として本当に存在しているのかどうかというのも怪しい

状態になっているというのが現状です。ですので、そこの商店街というのは一応組織があ

りまして、そこをどうしようかということを当然ながら考える余裕もないし、考えている

方もいない状態です。最低限１個か２個は活動している。振興組合組織になっているとこ

ろが１個あるので、そこが振興組合の建物を管理しているというのと、そこを使って年に

何回かイベントをやっているという状態になっているところで、その市全体の商業環境を

今後どうしていくかというのを考えていく形でお手伝いをしている最中です。 

 全体的な日本の商店街を見たときに、割合の多いほうなのか少ないほうなのかはよくわ

からないのですけれども、ここに今日委員としていらっしゃっている商店街の皆様方は元

気な商店街と言えて、私が入っているところは区分で言えば違うのだと思うのですけれど

も、そういったところの商店街でお手伝いをしている中で、今後のことを考えていくと、

ここにもありますけれども個別個別の商店街でいろいろ活動したり、例えばビジョンをつ

くってというのも無理な状態になっているのだなというのが何となくわかってきていて、

今、そこの市全体を統括できるようなまちづくり会社をつくらなければいけないのかなと

いうのをうっすらと思い始めている状態です。 
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 ここで何が言いたいのかというと、ここの報告書の中にももし可能ならばネックになっ

ているのが人の問題です。各商店街の皆さん方はずっとやってきたイベントをやりながら、

基本的には自分のお店の経営のことを考える。全体を見て戦略的なものを考えてマネジメ

ントしていくようなものがまちづくり会社だと思いますが、結局そこで誰がやるのかとい

う問題に帰着してしまうのかなと思っています。 

 例えば外から連れてくるという手もあるし、中で育てるということもあるし、もしかし

たら育っているのだけれどもうまく表に出てきていないというケースもあると思います。

幾つかの商店街の事例を載せていただいているので、そんなところではこういう人がこん

な形で中心になってやっているというのに触れていただけると、今後どうにかやっていか

なければいけないと考えたときに、何かヒントになるようなところがあると思います。今

後政策を考えていく中で人を仮に育てることとか、発掘させるということを考えていった

ときの施策の中で少し拾い上げていただけると、私のような支援する立場から言うと多少

入りやすいのかなというところがあります。 

 以上です。 

○石原座長 ありがとうございます。 

 人の話はあれなのですが、もちろんどこかでそこへつながっていくかもしれないですけ

れども、前段の今お入りになられた８つか９つあるところのほとんどが停滞しているよう

なところでというか、多分商店も減ってきて空き店舗もいっぱいあってということで、そ

の都市としての商機能をこれからどう構想するのか、スーパーが１個で、コンビニが３個

あったらいいのかということが問われている。多分そういう話ですね。 

○笠原委員 そうです。大きな大型スーパーが１個あって、いわゆる地元のスーパーが周

りに幾つかあるという状態になっていますので、それでいいのかという議論に当然なると

思っているのですけれども、その辺を今後詰めていく形にしようと思っています。 

○石原座長 全国的には、多分そんなに少ないほうだと私は思っていません。結構それは

多いのではないかと思っています。 

 せっかくお手を挙げていただいたのにすみません。 

○保井委員 高木委員に公共空間の具体的なお話をしていただいたので、そうかと思って

伺うことがあったので一つだけ。 

 商店街の組織が何のためにあるか、必要かということを考えたときに、アメリカやイギ

リスのＢＩＤなどもそうなのですが、アメリカは基本的にプロパティオーナー、資産所有

者ベースなのです。彼らがお金を出している。イギリスの場合は、ビジネスレートに上乗

せされているので事業者ベースで商業者の方も結構多い。そうすると、販促活動に結構向

いたり事業が少し違ってくるのです。それはすごくおもしろくて、組織の形態も違ってく

るのですけれども、それは置いておいて、基本的に商店街組織というのは互助だと思うの

です。商業者であれば商店をお持ちの方々なので販促活動がベースになるでしょうし、石

原先生がおっしゃられたように、力があればもっと出張っていって、政策提言からまちに
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かかわる問題なら何でもやるということになるのでしょうけれども、突き詰めていくと残

るものは商業振興になるのだと思うのです。 

 ところが、今日の最初の議論のようにエリアと見たときに公共空間が入ってくるとなる

と、単なる互助ではなくて、やはり官民連携になっていくのだと思うのです。道路を考え

たときも大体道路局とか緑政土木とかいろいろな公園、道路というのがあって、彼らがい

わゆるベースの維持管理をやっていて、そこで最近の商店街もそうですし、いろいろなと

ころで利活用したい、もっとグレードを上げたいとかそこでお祭りをやりたいとかいろい

ろなイベントをやりたいというのが出てきていて、私は、それはどうしてもお店とか建物

というのはクローズしてしまうので、そういう意味で、エリア全体をつないでいくという

役割をそこが担えるとするとすごく可能性があると私は思っているのです。要するに、そ

ういう管理者がいる中で、民間組織である商店街がそこの一部を担っていくことになると、

彼らの視線としては、どこまで彼らに担えるのだろうと見るのだと思うのです。 

 そのときの視点が私は２つあると思っているのですけれども、１つは住民の場所なので

地域の代表制みたいなものをそこで確保できるのか、すなわちみんながいいよと言って、

そういうふうにやろうよという意思決定ができるのかという部分。 

 もう一つは、まさに先ほど高木委員がおっしゃられたみたいにリスクをちゃんと取れる

事業体、形態であるのかという部分。両方が担えたときに初めて全て任せられることにな

るのだと思うのですけれども、必ずしも商店街だけではなくて、いろいろな民間組織が公

園を使いたいみたいな話にも関与することがあるので、そうすると、彼らは地域の商店街

とか自治会にオーケーをもらって回らなければいけないわけです。なので、商店街という

のは組織がしっかりしていれば、代表性の部分と事業のリスクをとる部分と両方できる可

能性があるわけで、アメリカのＢＩＤなどは両方担っていると思っている。全員でお金を

出し合って、組織をつくって、意思決定ができて、その後の事業も事業体をちゃんと持っ

ていてできる。 

 今の商店街はどちらを担うのか、あるいは両方担えるのかという話があるような気がし

ていて、一つはちゃんと地域をまとめられるということであれば、例えば先ほどのお話だ

と、実行委員会でやっていらっしゃる下町衆が内部組織なのか外部組織なのかというのは

私にはわからないですけれども、場合によってはゴーサインを出すという部分が商店街と

しての役割で、事業としてはスピンアウトさせてもいいこともあると思いますし、もちろ

んそういう組織をスピンアウトで外に出すのでもいいし、中で若い人たちにやらせるので

もいいという考え方もあると思いますし、振興組合をきちんとできるという話であれば両

方を担うというのもあると思っていて、商店街組織というのが何のために必要なのかとい

うのを互助だけではなくて、官民連携とか外とのかかわりという中で少し整理すると、事

業がどこまでできるのかできないのかみたいなことの話が整理できたりするのではないか

なと思いました。思いついたので述べてしまいました。 

○石原座長 ありがとうございます。 
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 今、おっしゃっていただいた２つのところのリスクの話なのですけれども、事業として

のリスクというのがあります。要するに、それは成り立つのかというお金の話のリスク。

もう一つの安全の話があります。これが同じリスクでも分野や性質がかなり違っていて、

安全のほうはみんなで頑張ってお金を出したからといって担保できるわけではないのです

よ。そこのところが恐らく道路の使用とかになってくると一番かたい障壁になっていると

思うのです。 

○保井委員 その辺はここの議論だけでは済まない部分があると思うのです。アメリカの

ＢＩＤなどもそういう意味で言うと、そのためでもないですけれども、今でもイベント保

険というのはいろいろあるわけで、きちんとどこまでやったときにちゃんと保険はここま

で入っているかとか、そこを担保したときに委ねるみたいなのはあったりするので、そう

いう主体になるためにはどんな条件が必要なのかみたいなことを整理するのかなという気

がします。 

○石原座長 ありがとうございます。 

 どうぞ。 

○阿部委員 高木委員の商店街の組織は弱体化したのか。私はこれからの商店街はそうい

った形でどんどん連携をとっていくところで、私、もう別に商店街は強くなくてもいいと

思っています。地方の商店街は特にそういう形なので、商店街の組織の機能と役割という

のは変えていかなければいけない。私たちの商店街はいろいろやってきましたけれども、

もうお祭りだけです。もう伝統文化を残すだけ。あとはまちづくり会社といったことを加

戸委員に教えてもらいながら、一生懸命どうやっていったらいいのだろうと。いい先生が

いますのでＢＩＤも勉強しながら、そんなことでやっていきながら連携していく。商店街

の組織は何の役割があるのだろうということをその地域の商店街ごとに考えて、余計なこ

とをしないで、きちんとこれだけはやるということにもうなっていくだろうなと思ってお

りますので最先端はいいと思いますよ。 

 あとは人の問題ですけれども、よく言われるのは笛吹けど踊らず商店街。子供ではあり

ませんけれども、やる気がなかったら幾ら勉強しろ、勉強しろと言っても勉強しなくてし

ようがないではないですか。加戸委員みたいにならなくたっていいのですよ。ですから、

活性化の支援というのはそういう支援ではなくて、はいつくばっても真剣にやるところは

よくリサーチをして、若者がいるのだけれどもおやじたちがふたをしているとか、そうす

ると諦めムードだから若者ももう右へ倣えでだめなんだみたいな、こういう後継者問題と

商店街の後継はもう連動しているんですよ。そんなこともあるので、次の段階では「新た

な商店街政策の在り方検討会」ですので、次はどういう形でやっていったらいいのかとい

う議論にシフトしていったほうがいいのではないかなと思いました。全て人の行為ですか

ら、もう年なのでしょうか、そんなことを痛切に考えております。 

○石原座長 まだ早い。 

 高木さん、何かありますか。 
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○高木委員 ありがとうございます。 

 そういうものをいろいろ考えて、これはまた理事でつくったわけではないのですけれど

も、先ほど言った那古野下町衆なのですが、例えば空き店舗対策だけでもなく、いろいろ

な活動について商店街のルールづくりというものが必要かなと思っていたのです。まだま

だたたき台のものしかでき上がっていないのですが、それは当然空き店舗もかかわってく

るので、例えば建物の所有者に向けてこういう商店街のルールをつくりましたと。例えば

店舗貸しをしないよ、今まで入っていた人が抜けてしまうから貸さないよと。建物を壊す

ときには何カ月前には教えてくださいとか、比較的教えてはいただくのですけれども、そ

れも時期としてばらばらだったり、ふわっと風の便りで聞くというのも多々あって、その

商店街の特性というとふわっとした言い方になってしまうのですけれども、その商店街の

あり方に合わせたルールづくりというのをつくっていったほうがいいかなと。それを理事

の管理だけで私はとどめようと思ったのですけれども、今言った道路を使うにも警察の申

請が必要であったりとか、土木の関係があったりとかいろいろあるので、行政とか警察と

いうところも巻き込んでのルールづくりというのは必要なのかなと思っているのです。 

 かといって、こんな分厚い書類をつくっても皆さん読まないので、とても簡潔にこうい

うことをやろうと思ったときには、これぐらい前に話さなければいけないなとか、こうい

うことは理事長に許可をとらなければいけないなということがわかる簡潔なもので、それ

は可能かわからないですけれども、せっかく商店街の振興組合が全国にあるので基盤があ

り、それプラスアルファの地域の商店街の項目、ルールを出していくということが何とな

く連帯であったり、衰退という言い方は余り使いたくないのですけれども、店舗をなくし

ていってしまう、駐車場が勝手にできていくということを阻止できる一つのこれから必要

なことではないかなと思っているところです。 

○石原座長 新委員、どうぞ。 

○新委員 余り時間がないとは思いますが、商業政策はこれまで多分に社会政策という観

点から行われていました。つまり、都市零細自営業を、雇用と並ぶ重要な柱として考えて、

それを保護するという考え方です。これが随分変わらざるを得なくなってしまった。もう

少し経済政策としてしっかりやらないと商店街全体が弱くなっていくという話だと思いま

す。 

 ただ、別の観点から言うと、私は社会学なので皆さんが言わないことをちょっと言うと、

実は日本というのは特に大都市に関して言うと、地域社会が衰退していない国として有名

なわけです。アメリカやイギリスは、大都市の衰退がひどくて、よってＢＩＤなどの取組

が進みました。なぜ、日本の大都市では地域社会がそれほど衰退せずに済んだのかという

のが社会学の問いで、そのときに商店街の存在が重要だとされているのです。顔が見えて、

地域に寄り添い続けて、かつ、自営業の人たちが地域の顔役としてちゃんといろいろな役

をやってきたのが、大都市の地域社会の衰退を防いできたというわけです。 

 私が一番危惧しているのは、今、商店街の人たちが余裕がなくなり、地域の顔役を担え
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なくなるということです。こうした存在がなくなると、都市の衰退が起きてしまうのでは

ないか。ですので、商店街には、人が足りない、リソースが足りないということだけれど、

商店街の人たちが気張って、ある程度ちゃんと顔役として残ってほしいなと思います。 

 商店街にはリソースがない、可能性がない、と言い募る人が多いですが、一方でそうし

た意見に与したくない気持ちがあります。私が公共空間の話をしたのは、公共空間も一つ

のリソースとして考えると、商店街にはまだ豊かなリソースがある。個店だけとなってし

まうと、個店といっても以前とは違って人を雇う力とかないわけですから、はっきり言っ

てしまって余裕がない。そうなると、店舗の外側の管理には全然関心を持てなくなってし

まって、地域全体が落ち込んでしまう。リソースというのは店舗だけではないよ、店舗の

外側にどんなリソースがあるのだろう、それは歴史かもしれないし、道路かもしれないし、

その地域の文化かもしれない。そういったリソースに目を向けて、かつ、足りないのだっ

たらどこから人を調達してくるのか。こうしたことを商店街で考えて欲しいと思います。 

○石原座長 ありがとうございます。 

 日本では地域社会が先進国の中では残っている、そのために商店街が果たした役割は大

きいのだとおっしゃっていただくのは非常に心強いというか、本当にそうあり続けたいな

と思います。議論いただいているとまだまだ出てきそうなのですけれども、だんだん時間

が迫っておりまして、本日の中間取りまとめをしなければならない時間になっているので

すが、いろいろ御意見を今日も活発にいただいたのですけれども、この報告書というか、

今回のまとめの本体自身については、よくまとめていただいたというお褒めをというか、

御評価をいただきましたので大変ありがとうございましたということなのですが、事務局

の皆さん、御苦労さまでございました。 

 これからの検討のあり方を含めて、今日はかなり御意見をいただいておりますので、そ

の辺については真ん中の中に書き込むこともあるかもしれませんが、ひょっとすると最後

の「４．今後の課題」のところにもう少し列挙していくことになるのかなと私は受けとめ

ていたのですが、課長から何かその点でございますか。 

○籔内商業課長 いただいた御意見については、なるべく反映させるべく努力したいと思

っております。 

 私から一つ言わせていただきたいのですが、高木委員、新委員、くしくも両方の方から

事前にお話を伺っていた中で、本報告書の29ページの真ん中あたりに書いてあるのですけ

れども、「商店街が活動していく上で必要となる基本的な情報を整理してフォーマット化

し、商店街に提供していくことも考える必要がある」というのは、例えば商店街の中でも

理事や理事長さんが自分の商店街の中に空き店舗があって、その空き店舗の所有者が誰か

わからないとか、どういったお客さんがどこら辺から車で来ているのか、自転車で来てい

るのか、徒歩で来ているのかとか、来てくれているお客さんの層がお年寄りが多いのか、

そうではないのかという商店街として持っていく基本的な情報というのは大事なのではな

いか。そういう情報を踏まえた上で、高木委員のおっしゃった地元のルールづくりなり、
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何なりというのができていくのだろうと思っております。ここら辺については我々も言い

方がよくわかりませんけれども、商店街の基本情報、指針というかガイドラインというも

のをつくって、それこそ高木委員のおっしゃったように簡単なものでないと多分できない

ので、すごくシンプルで、簡単ではありますけれども、そういうものを各商店街の方々に

持っておいてくださいということもお示ししていきたいなと考えております。 

 報告書の中にありました、従来からの行政ツールである税制とか財政、政策金融といっ

たものについても、今後空き店舗を中心に考えていきたいと思っておりますので、それが

今後どうなっていくかわかりませんが、また機会があればこういう場で皆さんにお諮りし

たいと思っております。 

○石原座長 ありがとうございます。 

○加戸委員 振興組合は昭和38年の伊勢湾台風がきっかけでできていて、資料の18ページ

に出ている日米構造協議と平成10年のＷＴＯがあった。完全にここから商店街は全部グラ

フが変わっているのです。だから法律も含めてこの組織はそのままいくのかとか、本当は

そこを話さないといけない。コミュニティの担い手まで期待されている、新しい時代に対

応する商店街の形を考えていただければと感じます。 

 以上です。 

○阿部委員 まさにそのことを話そうかなと思ったのです。 

○加戸委員 申し訳ありません。 

○阿部委員 息がぴったりです。 

 今、商店街は大型店が出店していますのでそこからぐっと変わってきたのですけれども、

一方では大型店に対抗して、各商店の経営努力が足りないからというのももちろんありま

す。そのバランスが非常に何とも言えない中で、大店法の見直しの都市計画というところ

までやっていかないと規制がとまらないわけです。各基礎自治体等々は固定資産税がぐっ

と上がるから、行政の収益構造がぐんと上がるのでそれを誘致していこうとする。私たち

のエリアとしては完全に生態系が変わってくるわけです。こちらは商店街を何とかしなけ

ればいけない。全くこれは矛盾をしている部分、拡大拡大で右回りのときにはいいのです

けれども、今はダウンサイジングでその回転を左回りにしてやっていかなければいけない

というところもここに書き入れているといいかな。まさに2007年問題のところで、石原先

生が御専門ですからよろしくお願いしたいなと思います。 

○石原座長 専門ではある。 

 ありがとうございます。先ほど課長から今日いただいた御意見をできるだけ反映できる

ところはさせたいとおっしゃっていただいていますが、これだけたくさん多方面にいただ

くと全部入るかどうかわかりませんけれども、できるだけ反映させていただくような形で

これからの課題として検討すべきところというのは、最後のほうにまとめる形になるかも

しれません。 

 これで切ってしまうと思いますので、もし最後に一言、二言言いたいことがあったのだ
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というのがありましたら、できるだけ早目に事務局にメールでもしていただけたらと思い

ます。 

 木藤さん、いいですか。 

○木藤委員 もう大丈夫です。 

○石原座長 強引に切ってしまいましたけれども、メールか何かで御連絡をいただけたら

と思います。 

 とりあえず、そういう形で取りまとめはさせていただいて、そこのところを事務局で作

業していただきながら私と相談をしていただくということで、ひょっとすると個別に確認

をさせていただくこともあるかもしれませんけれども、全体的なまとめのほうは私に御一

任いただけますでしょうか。 

（「はい」と声あり） 

○石原座長 ありがとうございます。 

 その後の進め方について、課長から少し。 

○籔内商業課長 委員の皆様には、本日を含めまして、これまで全５回御議論いただきま

した。誠にありがとうございました。 

 第一線で御活躍されている皆様に率直な意見をいただいて、我々が今後の商店街政策を

考えていく上での一つの道しるべができたと考えております。この道しるべをつくるため

の検討会は今日で一区切りとなりますが、我々がこの道しるべに基づいて今後行っていく

施策について、委員の皆様には引き続き御意見を賜りたく、本検討会も今後も継続させて

いただきたいと考えております。 

 今日でもうお役御免と思われていた方々、それは違いますので、我々で今後さまざまな

施策に反映しまして、委員の皆様にお諮りできる形になった暁には、またぜひ御議論いた

だきたいと考えておりますので、今後とも引き続きよろしくお願いいたします。 

○石原座長 そういうことでございます。しばらく時間があくかもしれませんけれども、

続いているということのようです。 

 最後に高島部長。 

○高島経営支援部長 今、籔内から申し上げたとおりです。５回、大変ありがとうござい

ました。また続けたいと思います。 

 今度は委員の皆様がおっしゃったとおり、これを受けて、何をどうするかということを

御相談していくような形を考えておりますので、またぜひいろいろな御意見をいただけれ

ばと思います。 

 今日伺っていて、皆様のおっしゃっていることで私なりに思ったのは、極力これに沿っ

てまた皆さんに御意見をいただきたいと思うのですけれども、中小企業庁というのは一つ

の小さな組織にすぎなくて、書いてあることは中小企業庁だけでできないことのほうがず

っと多いのです。これをほかの役所とか金融機関の方とか、地域の各自治体であるとかに

どう広げていくかというのが実は相当難しくて、ここに書いてある文章が仮にいいとして
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も、それを日本国内にどうやって広めていくかというのは相当難しい話であります。それ

も含めて、我々は悩みながら今後とも御相談したいと思いますので、どうぞよろしくお願

いします。本当にありがとうございました。 

○石原座長 ありがとうございました。 

 今、部長がおっしゃったとおり非常に難しいところがあるのですけれども、この際、難

しいものをこれだけでも挙げておこう、ここに問題があるということをここから発信して

いくことも大事だと思いますので、そんなことでしばらくお時間を頂戴して、また検討会

を再開させていただくことがあればということでございますので、５回、これまでありが

とうございました。 

 これをもって閉会をさせていただきます。 


